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 熊本県上益城郡益城町においては、２０１６（平成２８）年熊本地震において、多数の家屋が

倒壊し、大きな人的、物的被害が生じた。釜井 (2016) は益城町において建物被害の悉皆調査を

おこない、被害の集中域が自然堤防上、低位段丘面上、および、それらの境界斜面に見られるこ

とを明らかにした。一方、沖積低地においては、噴砂が発生したりマンホールが飛び出したりす

るなどし、液状化していることが示唆されたが、家屋の被害は限定的であった（図１・図２）。

また、中位段丘面上における被害は、人馬の通行や雨水の流れによって道が削られた結果できた

小崖ネットワーク、および、それらを埋めた盛土において確認された（写真 1）。 

 このような被害を生じた原因として、どのような地盤構造にあるかを明らかにするため、ハン

マーの打撃による表面波探査を複数の測線（図１・図 2）でおこなった。調査日は 2016 年 9 月 5

日と 7 日である。以下、それぞれの測線における調査概要と結果を記す。 

 

 

 

 

図１：益城町惣領地区における家屋の被害分布（釜井, 2016）と表面波探査の測線。 

測線 A 



 

図２：益城町における広域の家屋の被害分布（釜井, 2016）と表面波探査の測線。 

測線 B 

測線 C 

測線 D 

写真１：益城町の旧道ネットワークにおける被害のようす

（釜井, 2016）。 



＜測線 A＞ 

 図３に、被害が大きかった自然堤防（南側、図の左側）から比較的被害が軽微な沖積低地（北

側、図の右側）に向かう測線 A における探査結果を示す。全体的に沖積低地に向かうにつれ、S

波速度が遅くなった。また、測線中央部には北傾斜の深さ 2-4 m に低 S 波速度領域が存在した。

この北傾斜の脆弱な領域で地すべり性の変動が生じた可能性も示唆される。 

 

＜測線 B・測線 C＞ 

 図４、図５に、被害が大きかった低位段丘面（北側、図の左側）から液状化の痕跡が見られた

沖積低地（南側、図の右側）に向かう測線 B, C における探査結果を示す。液状化が観察された

領域（図の右側）で浅層の S 波速度が低くなった。 

 

＜測線 D＞ 

 中位段丘面上にあり、位置する旧崖道（のちに埋め立てられ、現在はほぼ平坦地表面として存

在）を横断する測線である。探査結果を図６に示す。深さ 2 m よりも深い領域における S 波速

度はおおむね測線 A～C と比べ高くなっており、比較的しまった地盤であることを示唆している。

一方、旧崖道にあたる位置で深さ 6 m まで低 S 波速度領域が見られ、かつての道を埋め立てた

痕跡が認められたとともに、その部分の地盤が弱いことが示唆された。 

図３：測線 A における探査結果。 

図４：測線 B における探査結果。 

図５：測線 C における探査結果。 

図６：測線 D における探査結果。 
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